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衆
議
院
議
員
鈴
木
喜
久
子
君
提
出
小
田
急
線
連
続
立
体
交
差
事
業(

喜
多
見
・
梅
ケ
丘
間)

の
認
可
と
東
京
都
実

施
の
環
境
影
響
評
価
及
び
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
喜
久
子
君
提
出
小
田
急
線
連
続
立
体
交
差
事
業(

喜
多
見
・
梅
ケ
丘
間)

の
認
可 

と
東
京
都
実
施
の
環
境
影
響
評
価
及
び
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

都
市
計
画
事
業
の
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
適
切
に
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
同
条
の
法
令
に
は
、
条
例
が
含
ま
れ
な
い
と
解
し
て
お
り
、
国
は
条
例
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
判
断

す
る
立
場
に
は
な
い
。 

三
の

(1)
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
東
京
都
が
当
該
事
業
の
計
画
策
定
過
程
に
お
い
て
、
お
お 



四
の

(2)
に
つ
い
て 

四
の

(1)
に
つ
い
て 

三
の

(3)
及
び

(4)
に
つ
い
て 

三
の

(2)
に
つ
い
て 

む
ね
の
試
算
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
試
算
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
国
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

御
指
摘
の
資
料
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
等
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。 御

指
摘
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
に
お
い
て
そ
の
費
用
の
試
算
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
国
は
御
指
摘
の

調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。 

御
指
摘
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
事
業
主
体
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い 

御
指
摘
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
が
答
弁
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。 

四 

 



 

五 

て
審
査
は
行
っ
て
い
な
い
。 

四
の

(3)
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
南
海
電
鉄
南
海
本
線(

羽
衣
駅
付
近
か
ら
泉
大
津
駅
付
近
ま
で
の
区
間)

等
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。 

五
の

(1)
に
つ
い
て 

国
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
東
京
都
か
ら
、
御
指
摘
の
調
査
報
告
書
等
に
よ
り
そ
の
内
容
を
聴
取
し
て
い
る
。 

な
お
、
国
は
、
当
該
調
査
報
告
書
等
に
つ
い
て
は
、
受
領
し
て
い
な
い
。 

五
の

(2)
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
都
市
計
画
変
更
案
は
、
都
市
高
速
鉄
道
の
混
雑
の
緩
和
、
道
路
交
通
の
渋
滞
の
解
消
等
を
目
的 

に
、
御
指
摘
の
調
査
の
結
果
等
を
勘
案
の
上
、
東
京
都
知
事
が
適
切
に
作
成
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 




